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昨今、グローバルでの競争力強化や市場拡大、消費者ニーズの多様化、さらには市場
環境の急激な変化などに対応するため、膨大かつ多種多様なビッグデータを活用す
る機運が高まっています。そして、ビッグデータをより有効活用するため、従来までの
データベースに格納されたデータはより重要視されています。

また、ネット証券やモバイルのバンキング、決済サービスの利用拡大に伴ってミッショ
ンクリティカルな領域が拡大しており、環境に応じた最適なデータベースプラット
フォームが求められています。

HPはそうしたお客様のニーズに応えるべく、柔軟なポートフォリオを持って“ミッショ
ンクリティカルデータベースプラットフォーム”をご用意しています。多様な環境に合
わせて選択できる豊富なラインアップと、来たるべき次世代の製品開発によって、お
客様のビジネスを持続的成長へと導きます。

豊富なラインアップと次世代製品開発
ミッションクリティカルデータベースを利用されるお客様にとって、信頼性と継続性がプラットフォー
ム選択において最重要な要件とHPは考えます。“データ資産”を保護するための最新技術と、それ
を使い続ける持続的なプラットフォームこそが、HPの“ミッションクリティカルデータベースプラット
フォーム”なのです。
HPは、垂直統合型フラグシップモデルの「HP Integrity NonStop サーバー」、エンタープライズ
UNIXであるHP-UXが稼働する「HP Integrity サーバー」とラインアップし、それに加え、次世代ミッ
ションクリティカル x86プラットフォームの製品開発を行っています。
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お客様のビジネスを支えるためのイノベーション
継続性が求められるミッションクリティカル市場において、HPはそのプラットフォームの長期的な将
来像と製品開発計画を発表しています （製品開発プロジェクト名: Project Odyssey）。
次世代のインテル® Itanium® プロセッサー搭載 のHP-UXサーバーやHP NonStopサーバー、インテル® 

Xeon® プロセッサー E7 ファミリー搭載の製品開発プロジェクト、そして新しい仮想化テクノロジー 

── こうしたイノベーションによって、従来のデータベースプラットフォームや今後登場する革新的な
データベースのプラットフォームをご提供してまいります。

垂直統合型フラグシップモデル “HP Integrity NonStop サーバー”

決して止まることが許されない環境において、最適なプラットフォームこそインテル® Itanium® プ
ロセッサー 9500 製品ファミリー搭載のHP Integrity NonStop サーバー（以下、HP NonStopサー
バー）です。サーバーからOS、データベースまでHPが一貫して開発、保守を行うことにより業界最高
レベルの可用性を実現しています。

実績を誇るエンタープライズUNIX“HP-UXサーバー”

国内UNIXサーバー市場において、12年連続シェアNo.1 （工場出荷金額）※の実績を誇るUNIXサー
バーが、HP-UXが稼働するインテル® Itanium® プロセッサー 9500 製品ファミリー搭載のHP 

Integrity サーバー（以下、HP-UXサーバー）です。そのフラグシップサーバーであるHP Integrity 

Superdome 2と、HP 3PAR StoreServ Storageを組み合わせ、高速化リファレンスモデル「HP 

SuperDB」を提供しています。

※出典: IDC WorldWide Quarterly Server Tracker 2013 Q3

次世代ミッションクリティカル x86プラットフォーム （開発コード名：DragonHawk）

新たなミッションクリティカル市場向けにLinux / Windowsが稼働するインテル® Xeon® プロセッ
サー E7 ファミリー搭載のx86サーバー製品を拡充する開発をしています。x86アーキテクチャーに、
HP Integrityサーバーで培ったテクノロジーを応用し、より可用性の高いミッションクリティカルな要
求に応えられるx86サーバーへと進化させる予定です。

▲ミッションクリティカル適応領域を拡大する「Project Odyssey」

NonStop

真のミッションクリティカルシステムを実現

既存ミッションクリティカルシステムの更なる進化

x86ミッションクリティカルシステムの実現

OpenVMS

よりシンプルに
総合環境を実現

高レベルの
可用性

ダイナミックな
リソース配置

安定性と
投資保護
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インテル® Itanium® プロセッサー
9500 製品ファミリー

「決して止まる事が許されない」
ミッションクリティカルな業務を支えるプラットフォーム
金融や通信などの基幹業務は「決してシステムを止めてはいけない」領域であり、システム停止に
よる社会的なインパクトは計り知れません。無停止が求められるミッションクリティカル業務におけ
るプラットフォームとして38年以上にわたり活躍を続けているのが、無停止サーバー「HP Integrity 

NonStop サーバー（以下、HP NonStopサーバー）」です。
「24時間365日連続稼働の実現」をコンセプトに、ハードウェアからOS、トランザクション管理を含む
主要ソフトウェアまですべてHPが開発しています。「HP NonStopサーバー」は、極めて高い信頼性に
より、全世界のATMトランザクションやクレジットカードトランザクションをはじめ、エンタープライズ向
け無停止サーバーのデファクトスタンダードとなっています。
無停止であることは、超ミッションクリティカルな業務を支えるデータベースにも求められます。「HP 

NonStop SQL」は、止まることが許されないミッションクリティカルな業務を支えるために、一般的な
汎用データベースではなく、HP NonStopサーバー上で稼働する専用データベースを含むプラット
フォームを提供します。

無停止データベースを実現できる理由
「HP NonStop SQL」は、万一、障害が起きてもデータベースインスタンスが動き続け、サービスを継続
できます。その理由は、「HP NonStopサーバー」が複数のシステムを後から組み合わせて可用性を高め
るというアプローチとは異なり、開発段階からハードウェアとソフトウェアの両面で無停止化を徹底追求
し、1台のサーバー自体に冗長構成の仕組みを備えているためです。「HP NonStop SQL」は、止まらない
データベースの実現を目的とする「HP NonStopサーバー」上で稼働する専用データベースなのです。

HP NonStopサーバー
「止まらない」無停止データベースなら「HP NonStop SQL」

ハードウェアの冗長化による最高レベルの可用性

「HP NonStopサーバー」は、メインフレームクラスの信頼性をほこるインテル® Itanium® プロセッ
サー 9500 製品ファミリーの搭載に加え、プロセッサーの多重化により最高レベルの可用性を実現し
ています。またI/Oコントローラーをはじめすべてのハードウェアを冗長化し、さらにそれらを疎結合に
することで、万が一のハードウェア障害時にも業務への影響を最小化できます。

メインフレーム以外では初の機能を実装した
インテル® Itanium® プロセッサー 9500 製品ファミリー

「HP NonStopサーバー」に搭載されたインテル® Itanium® プロセッサー 9500 製品ファミリーは、メ
インフレーム以外では初の「インストラクション・リプレイ」を搭載し、さらなる信頼性の向上を実現して
います。インストラクション・リプレイはエラーによる影響を最小限にする革新的な機能で、パイプライ
ンをフロントエンド部とバックエンド部に分離し、それぞれのパイプラインステージでエラーを封じ込
め、命令を再実行します。

万一のときもサービスの継続を実現するソフトウェアの無停止化

▲プロスペア技術によるソフトウェアの無停止化

▲すべてのハードウェアを冗長化しノンストップを徹底追求

▲エラーによる影響を最小限にする革新的な機能「インストラクション・リプレイ」

プロセッサー 0 プロセッサー 1 プロセッサー 2

プロセス A
プライマリー
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バックアップ

プロセス C
バックアップ

プロセス C
プライマリー
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プライマリー

プロセス B
バックアップ

メモリー変更情報

メモリー変更情報

メモリー変更情報

プロセッサー 0 プロセッサー 1

プロセッサーに障害が発生

正常稼働時

DOWN !

プロセッサー 2
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Takwila

MEM

SvNet

プロセッサー プロセッサー プロセッサー

電源の多重化

プロセッサーの多重化

FANの多重化

システムバスの
2重化

自動通報の
2重化

ネットワーク
の2重化

IO装置の
多重化

ディスクの
ミラー化

ServerNet 

LAN

FAN

POWER

ALERM

ハードウェアの二重化だけでなく、ソフトウェア
を二重化し万一のときもサービスの継続を実現
できるという点が「HP NonStop SQL」の大きな
特徴です。サービス継続のポイントとなるのが、
「NonStop OS」が提供するソフトウェア二重化技
術「プロセスペア技術」です。プロスペア技術は、
ソフトウェア・コンポーネントをプライマリーとバッ
クアップの論理ペアとして2つのプロセッサーブ
レードにまたがる形態で構成し、障害によりプライ
マリーが停止してもバックアップで処理を引き継
ぐことが可能です（テイクオーバー機能）。一般的
なフェイルオーバー機能では、ソフトウェア・コン
ポーネントレベルでの処理の引き継ぎは行えず、
データベースインスタンスの一時的な停止は避
けることができません。さらに「NonStop OS」は
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リニアな拡張性によりスケールアウトが可能
「HP NonStop SQL」は、共有要素のない疎結
合型（シェアードナッシング）が基本です。シェ
アードナッシングは可用性を高めることに加え、
ハードウェアリソースを追加する際、増設による
ロック情報の共有等のオーバーヘッドは発生し
ません。このことにより、ハードウェアリソースを
追加し、データを再配置（オンラインで可能）す
ることで、リニアに性能拡張ができます。スケー
ルアウトが可能となることで、キャパシティプラ
ンニングや投資計画も容易となり、スモールス
タートでトランザクションの伸びに合わせた柔
軟な増設も可能です。

データロス無しの災害対策対応を実現
「HP NonStop SQL」は、ワールドワイドの500

サイト以上で災害対策対応としても利用されて
います。さらに、データベースのレプリケーショ
ンを2つの広域にまたがったサイトで行えるため
〈アクティブ－アクティブ〉構成を含めた災害対
策用のシステム構築が可能です。また一般的な
災害対策対応では、プライマリーサイトがダウ
ンした場合、ある程度データロストが発生します
が、「HP NonStop SQL」は障害時データロスな
し（RPO/目標旧時点=0）が可能です。

容易な管理と安心のサポート
「HP NonStop SQL」はチューニング項目が非常に少ないのが特徴です。一般的なデータベースとは
異なり、論理設計後、データ配置後にパラメーター設定などのチューニングを実施する必要はありま
せん。また、上位互換が保証されておりバージョンアップも容易です。オールインワンのソリューション
であることから、ログ監視なども1台が対象となり運用負荷の大幅な軽減を実現し、サポート窓口の一
本化も図れます。

長期利用においてトータルコストを削減
データベースのコストを考える場合、導入コスト
だけでなく運用面も重要なポイントとなります。
例えば、性能をだすためのチューニング、セキュ
リティパッチの適用、新しいデータベースバー
ジョンの入れ替えなど運用コストがかかります。
「HP NonStop SQL」は、データベースのバー
ジョンアップの際にも、利用テーブル、データは
そのまま利用可能など、バージョンアップに対す
る負荷は非常に少なくなっており、長期利用に
おけるトータルコストを抑制できます。

拡張、増設、メンテナンスもサービスを止めない無停止運用

NICやディスクだけでなく、プロセッサーも最大4080プロセッサーまでオンラインで増設できます。
また障害発生時もサービス停止することなく、該当コンポーネントの交換が可能です。さらにデータ
ベース化の再編成や再配置などのメンテナンスもオンライン中に行えます。

▲運用負荷が少ないためトータルコストに差

▲サイトをまたがってデータベースのデータ複製が可能

▲リニアな拡張性によりデータ量の増加に容易に対応

▲ハードウェアの無停止交換により業務継続性が向上

プロセッサー

パワーサプライ ServerNet（内部バス） ファン

ディスク

NIC

ロセッ

すべてのハードウェアが無停止交換

OS

プロセッサー

DB

OS

DB

OS

DB

OS

Add-on

DB

ServerNet HW Add-on

Pe
rf

or
m

an
ce スケール

アウト

プロセッサー プロセッサー プロセッサー

第 1サイト 第 2サイト

Pathwayドメイン

アクティブ－アクティブ
データ複製

PathwayA PathwayB

アプリケーション アプリケーション

データ
ベース

データ
ベース

工
数（

TC
O
）

期間（年）

他DBMSでは

Operator
Operator

Operator
Develop Migration

Tuning
Tuning

Tuning Patch
Patch

A社の事例 他DBからNonStopに移行したシステムでは、
運用者の数が7人が5人に削減

工
数（

TC
O）

期間（年）

NonStop SQL
Operator

B社の事例 バージョンアップにかかった工数
他DB：11人月　　NonStop：0.4人月

Develop

Go Live New Appl Ver. UP

疎結合マルチプロセッサーを最大限に活用するために設計されており、リソースそれぞれが独立して稼
働するためプロセッサーブレードに障害が起きてもOSが停止することはありません。NonStop SQLは決し
て止まることのない、プラットフォーム上で稼動する無停止データベースを提供します。
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インテル® Itanium® プロセッサー
9500 製品ファミリー

ミッションクリティカルデータベースを支える高性能、
高信頼プラットフォーム
「HP-UX」は、国内UNIXサーバー市場で12年連続シェアNo.1※の実績をほこる高信頼のUNIXオペ
レーティングシステムです。高信頼のインテル® Itanium® プロセッサー 9500 製品ファミリー搭載
「HP Integrityサーバー（以下、HP-UXサーバー）」と共に、ダウンタイムが許されないミッションクリ
ティカル分野において、オープン性と堅牢性を兼ね備えたシステムとしてお客様の信頼と実績を積み
重ねてきました。そのフラグシップモデルが「HP Integrity Superdome 2」（以下、HP Superdome 

2）です。
そしてこの高性能、高信頼性を備えた「HP Superdome 2」と、インテル® Xeon® プロセッサー搭載
の業界最速のスケールアウト型ストレージプラットフォーム「HP 3PAR StoreServ Storage （以下、
HP 3PAR）」を組み合わせた高速データベース・リファレンスモデルが「HP SuperDB」です。
※IDCのサーバー市場動向調査「IDC, Worldwide Quarterly Server Tracker, 2013 Q2」の国内工場出荷金額において2001年以来12年連続シェアNo.1を達成。

お客様の声から生まれた「HP SuperDB」
ミッションクリティカル分野では、お客様の声を製品開発に反映することが重要です。データベース利
用中のお客様は、チューニング工数、運用コスト、管理環境、長期利用など、様々な課題を抱えていま
す。リファレンスモデル「HP SuperDB」は、こうした課題への解答として誕生しました。

データベースのパフォーマンスを最大約3倍に向上

「HP Superdome 2」と、インテル® Xeon® プロ
セッサーに加え独自のASIC技術、負荷分散機能
を有した、卓越したI/O性能を誇る「HP 3PAR」
を組み合わせることで「HP SuperDB」は2008

年モデルのHP-UXサーバー＋ストレージと比較
し、コア単位で3倍の性能向上を実現します。

データベースライセンス、保守コストを削減

データベース・プラットフォームを導入するにあたりコストとして大きな割合を占めるのがソフトウェア
コストです。「HP SuperDB」は、コア単位で3倍の性能向上を実現しており、ハードウェアの大幅な集約
に加え、ソフトウェア（特にデータベース）に係る、ライセンスコストを大幅に削減します。（2008年モデ
ルのHP-UXサーバーを置き換えた場合、Oracle Databaseのライセンスコストを3分の2まで削減し
ます。）また、通常、Oracle Databaseはサーバーが搭載するプロセッサーコア分のライセンスを購入
する必要があります。しかし、HP-UXが実装している仮想化機能は、仮想化で割り当てているプロセッ
サーコア数分だけのライセンス購入が認められており、これにより、更なるソフトウェアのコスト削減を
することが可能となります。また、仮想化で懸念される、性能のオーバーヘッドもHP-UXの仮想化機
能であれば、ほぼ物理環境に近い高性能の環境を実現します。また、コア数分のライセンスを制限で
きます。

ミッションクリティカル分野で培った高信頼性

「HP Superdome 2」は、システム停止が許されない、ミッションクリティカル環境のニーズに応える、
「全停止障害は1000年に1回」を目標とした高信頼性を実現しています。ブレード・アーキテクチャー
を採用し、それぞれのコンポーネントのモジュール化を図ることで可用性を向上。共有部分である
バックプレーンはコネクターと配線のみのため障害を局所化します。また、万が一の障害発生時も
ミッションクリティカル市場でトップクラスの実績を持つクラスター・ミドルウェア「HP Serviceguard」
を活用することで、最短4秒でシステムをフェイルオーバーさせ、迅速な業務復旧を実現します。

HP-UXサーバー
コア性能×3倍を実現する、高速データベース専用
リファレンスモデル「HP SuperDB」

▲仮想化機能を使ってデータベースライセンスを削減

▲2008年モデルと「HP SuperDB」とのコアあたりの性能比較
　（データベースはOracleを利用）

▲高速データベースリファレンスモデル「HP SuperDB」

HP Superdome 2HP 3PAR

高速 DBリファレンスモデル「HP SuperDB」

参照処理書換処理

2008年モデル HP-UXサーバー+ストレージ

×3.1 ×3.3

2013年モデル HP SuperDB

0

1

2

3

4

0

1

2

3

4

256コア

コア性能×3倍でHWを集約、SWライセンスも削減 コスト削減

88コア

2008年モデル HP Superdome
インテル® Itanium® プロセッサー 
9100番台搭載

2013年モデル HP Superdome 2
インテル® Itanium® プロセッサー
9500シリーズ搭載

4筐体を1筐体に集約 DBライセンスも1/3に削減
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Postgres Plus Advanced Server

Postgres Plus Advanced Serverは、Postgres SQLをベースにEnterpriseDB社が開発した商用
データベースです。サブスクリプション契約のため、安価に導入できます。またOracle Databaseとの
互換機能を備えており、Oracle databaseからの移行も容易です。「HP SuperDB」と組み合わせるこ
とで、データベースに要するコストの大幅削減に加え、パフォーマンスの向上がはかれます。

日立 HiRDB

日立製作所のHiRDBは、高信頼性設計、国内
ベンダーならではの迅速で的確なサポート
に加え、サポート期間も標準15年です。「HP 

SuperDB」と組み合わせることで、高速かつ信
頼性の高いデータベースを長く安心してご利用
できます。またHiRDBは「GiCAP」に対応してお
り、例えば災害対策用として本番系から待機系
へのプロセッサー利用権の移動が可能です。

Oracle Database

「HP SuperDB」でOracle Databaseを利用することにより、パフォーマンスの向上や長期利用
に対する安心が得られることに加え、データベースライセンス費の最適化が図れます。また「HP 

Serviceguard Toolkit for Oracle」を活用することで、信頼性の高いOracle Databaseのクラスター
構成を容易に実現します。

既存の運用環境を変えることなく、そのままシステムを高速化

「HP SuperDB」は標準的なアーキテクチャーを採用している点も大きな特徴です。一般的なデータ
ベース・アプライアンスはシステム構成が独自かつ特殊なため、監視やバックアップなどの運用環境
の構築が別途、必要となりますが、「HP SuperDB」は業界標準のアーキテクチャーを採用した、普通
のサーバーとストレージを組み合わせたリファレンスモデルのため既存の運用環境をそのまま活用
し、システムの高速化を実現します。そして「HP SuperDB」は既存の運用環境を活用することで、お
客様の投資保護が可能です。

一般的なDBアプライアンス

特別なシステムは作らない
標準的なアーキテクチャーを採用

HP SuperDB
運用管理

統合
バックアップ

連用性

運用管理

統合
バックアップ

既存の運用環境を
そのまま利用可能

特殊システムのためバック
アップ・監視などの運用
環境の別途構築が必要

プロセッサー
利用権

ネットワークで接続されていれば、
筐体を越えて利用権の共有が可能

コスト率の良い
クラスタ/災害対策

業務負荷に応じた
ロードバランス

一時リソースの
プール化

データベースを変える「HP SuperDB」
「HP SuperDB」上で稼働するデータベースは、お客様の用途に応じて選択できます。様々なデータ
ベースとの組み合わせで優れた性能を発揮し、コスト削減にも貢献します。

様々なエラー対策を実装するインテル® Itanium® プロセッサー 9500 製品ファミリー

「HP Superdome 2」に搭載されたインテル® 

Itanium® プロセッサー 9500 製品ファミリー
には、ミッションクリティカル環境に耐え得る、高
度なエラー対策の機能が備わっています。ハー
ドエラーにはファームウェアでハンドリングする
アドバンスド・マシン・チェック・アーキテクチャ（ア
ドバンスド MCA）と呼ばれるエラーハンドリング
を実装しています。また、ソフトエラー対策には
SE-hardenedという機能が備わっています。

長く安心して使ってもらえること、それがミッションクリティカルの理念

ミッションクリティカル環境において必要・十分なサポート期間をご提供したいという理念から、
HP-UX11i v3は業界最長の標準10年サポートを提供します。HP-UX 11i v3は、現在開発が行わ
れている次世代インテル® Itanium® プロセッサー （開発コード名: Kittson）もサポートする予定と
なっており、ミッションクリティカル・データベースのプラットフォームとして将来を見据えた長期的な
投資保護を実現します。また「HP Superdome 2」はプロセッサー利用権をお客様の好きなタイミン
グで後から購入できるクラウド型購入プログラム（iCAP）をサポートしており、お客様のハードウェア
にかかる初期投資や運用コストを抑制することが可能です。また、プロセッサー利用権を複数のHP 

Superdome 2をまたいで移動させる機能「GiCAP」もサポートしています。

▲GiCAPとの連動

▲既存の運用環境をそのまま利用

シングルビット、マルチビットエラーを
ハードウェアのECCで訂正する。

ハードウェアのECCで訂正
できないエラーはOSで封じ込める。

OSで
エラーを
封じ込める。

OSで封じ込められない
エラーはフェイル
オーバークラスター
構成により保護する。
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構
造
デ
ー
タ

非
構
造
デ
ー
タ

収集・加工データ

OLAP/
レポーティング

Hadoop

ダッシュボード/
 モビリティ

データマイニング/
アナリティックス

IDOL
driven-Solutions

Marketing
 Performance 

Suite

HP ConvergedSystem
500 for SAP HANA 

HP ConvergedSystem
300 for APS

HP ProLiant SSD
Appliance

IDOL

蓄積・処理 検索・分析 実行・活用

HPは、データウェアハウスとBIツールを含めて体系化し
ビッグデータ・ソリューションを提供します
HPのビッグデータ・ソリューションフレームワーク

近年、企業が扱うデータ量は加速度的に増え続けています。データベースに格納され
た構造化データに加え、ソーシャルメディアの急成長によりインターネットにあふれ
る膨大な非定型データ、センサーやモバイル機器から日夜、リアルタイムに生成され
る大量のデータなど、従来に比べ高頻度かつ多種多様な準構造化データ、非構造化
データが発生しています。社会や企業を取り巻く環境が大きく変化し、先の見通しが
難しい時代を勝ち抜くために、企業は、これらの膨大なデータ、いわゆるビッグデータ
を分析し、ビジネスに活かしていくことが重要な経営課題となっています。

販売促進、利益拡大、保守サービスの向上、消費者動向の分析、リスク管理、在庫管理
などビッグデータの活用シーンは多岐に広がっています。ビッグデータを分析し様々
な業務でイノベーションを起こしていくためには、データベースの高速化が必要で
す。インメモリ、列指向、MPP（超並列）などデータベースを高速化するソフトウェア技
術は進化し、これらの技術を使ったデータベース製品が登場しています。

ビッグデータは検討する段階から活用の時代に入りました。1日でも早く活用すれば、
それだけビジネスチャンスも拡大します。HPは、お客様におけるビッグデータの様々
なニーズに応えるべく、ビッグデータの分析に最適化した豊富なアプライアンス製品
を展開しています。アプライアンス製品は、設計、構成、各種テストなどを工場で済ま
せた状態で出荷されるため、即戦力となります。また長年、築き上げてきた世界的IT

企業との協調体制のもとワンストップサポートも実現しており、安心してご利用いた
だけます。

大量のデータ処理を高速化し
リアルタイム分析を実現する
HPのビッグデータ向け
データベースアプライアンス
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インテル® Xeon® プロセッサー
E7 v2 ファミリー
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Intel® Xeon® Processor E7-4890 v2（4P/60C/120T, 2.80 GHz）
Intel® Xeon® Processor E7-4870（4P/40C/80T, 2.40 GHz）

※インテル調べ

Relative performance improvement. Source:Intel internal measured results as of November 2013.　   NOTE: tps = transactions per second;tpm = transactions per minute
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お客様のニーズに応える豊富なラインアップ
HPのビッグデータ向けデータベースアプライアンス製品は、より低コストかつ短期間での導入を実現
します。お客様の用途、コスト、情報戦略、既存システム環境などに合わせて最適なソリューションをお

選びいただけます。

HP ConvergedSystem 500 for SAP HANA
インメモリデータベースで、OLAPとOLTPの統合を目指しミッションクリティカルなニーズに対応。SAP 
HANA®のために最適化されたHPの統合型アプライアンスシステムとして提供

HP ConvergedSystem 300 for MS Analytics Platform System
列指向とMPPで高速検索処理を実現。Hadoopと高速連携しExcelで自在にデータを活用可能。HPと
マイクロソフトの連携によるアプライアンス製品として提供

HP ProLiant SSD Appliance
フラッシュメモリを使用しSQLサーバーの高速化を実現。コストを抑えながらデータベースの処理時間
を短縮。HPとマイクロソフトの連携によるアプライアンス製品として提供

いつでも、ほぼリアルタイムで結果を得たいなら
インテル® Xeon® プロセッサー E7 v2 ファミリー
極めて大量かつ複雑なデータ処理に適した4ソケットプロセッサーです。インメモリー分析を高速化

するほか、増大するデータセットを迅速に管理するための優れた拡張性を提供します。

性能が最大2倍に向上※1、2、3

業界最先端の 22nm プロセス技術で製造。前世代と比べてコア数を最大50%、キャッシュサイズを
最大25%増加し、性能向上は最大2倍を実現※1、3。ビジネス処理や分析処理、科学技術計算に適して
います。

メモリ容量が最大3倍に増加※1、4（DL580 Gen8で近日対応予定）
前世代に比べて最大3倍のメモリー容量をサポートし、弊社サーバーにおけるCPU構成は2-way、
4-wayまでの拡張に対応。ソケット当たり最大1.5TBのメモリーを搭載可能で、インメモリー・データ
ベースやリアルタイム・ビジネス分析など大量のデータ処理を伴う複雑なワークロードに適しています。

I/O帯域幅が最大4倍に拡大※1、2、5

PCI Express＊ 3.0仕様をサポートするインテル® インテグレーテッドI/Oにより帯域幅が拡大し、デー
タ・スループットの向上とI/Oレイテンシーの削減を実現※1、2、6。ストレージおよびネットワーク接続に
余裕の性能と柔軟性を確保できます。また、インテル® ダイレクト・データI/Oテクノロジーなどの新し
い機能により、レイテンシーと消費電力をさらに削減できます。

可用性と稼働率の向上
インテル® Run Sure テクノロジーにより、サーバーのダウンタイムの発生頻度とコストを削減しなが
ら、重要なデータの完全性を保護することができます。

※1. 性能に関するテストに使用されるソフトウェアとワークロードは、
性能がインテル® マイクロプロセッサー用に最適化されている
ことがあります。SYSmark＊やMobileMark＊などの性能テスト
は、特定のコンピューター・システム、コンポーネント、ソフトウェ
ア、操作、機能に基づいて行ったものです。結果はこれらの要因
によって異なります。製品の購入を検討される場合は、他の製
品と組み合わせた場合の本製品の性能など、ほかの情報や性
能テストも参考にして、パフォーマンスを総合的に評価すること
をお勧めします。詳細については、http://www.intel.com/jp/
performance/を参照してください。

※2. 結果はインテル社内での分析に基づいて推定されており、情報
提供のみを目的としています。システム・ハードウェア、ソフトウェ
アの設計、構成などの違いにより、実際の性能は掲載された性
能テストや評価とは異なる場合があります。

※3. 前世代に比べて平均で最大2倍のパフォーマンス向上という記
述は、6つの主要な業界標準ワークロード（SPECint＊_rate_
base2006+（推定値）、SPECfp＊_rate_base2006+（推定
値）、仲買業務のオンライン・トランザクション処理（OLTP）デー
タベースのワークロード、ウェアハウス・サプライ・チェーン OLTP 
データベースのワークロード、STREAM メモリー帯域幅、およ
びLINPACK GFLOPS）を比較した結果に基づきます。システム
構成： インテル® Xeon® プロセッサー E7-4890 v2（新しいプ
ロセッサー）搭載の4-way サーバーと、インテル® Xeon® プ
ロセッサー E7-4870（前世代のプロセッサー）搭載の4-way 
サーバーを比較。出典： 2013年11月に実施したインテル社内
でのテスト。

※4. 「最大3倍」という記述は、6TBまたは12TBメモリーを搭載し、
64GB LR-DIMMおよび8x インテル® C104 スケーラブル・メモ
リー・バッファーのサポートを要するインテル® Xeon® プロセッ
サー v2 製品ファミリーを搭載した4-wayまたは8-way サー
バーと、最大メモリー容量2TBまたは4TBの前世代のプロセッ
サーを搭載した4-wayまたは8-way サーバーとの比較に基づ
きます。詳細については、各システムメーカーにお問い合わせく
ださい。

※5. 「最大4倍の I/O帯域幅」という記述は、社内の帯域幅ツールを使
用して1R1W テストを実行し、デュアル IOH インテル® Xeon® プ
ロセッサー E7-4870と比較した結果を平均化した、インテル® 
Xeon® プロセッサー E7-4890 v2のパフォーマンスに関するイ
ンテル社内での推定に基づきます。

※6. PCIe＊ 3.0 仕様（8 GT/s、128b/130b エンコード）では、PCIe＊ 
2.0 仕様に比べてインターコネクト帯域幅が2倍になると推
定されます。出典： http://www.pcisig.com/news_room/
November_18_2010_Press_Release/（英語）。

  ＊  その他の社名、製品名などは、一般に各社の表示、商標または登
録商標です。

インテル® Xeon® プロセッサー E7 v2 ファミリーにおける性能向上
（前世代を１とした場合の相対性能比）
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インテル® Xeon® プロセッサー
E7 v2 ファミリー

問題発生時にはSAPと協調して問題解決を実施

SAPサポート

HP レスポンスセンター
HP L2 サポート

（SAP 特化チーム）

HP L3 サポート
（SAP 特化チーム）情報共有

インシデント転送

優先的な
技術支援

密接に連携

両者協調プロセス
情報共有

同問題解決を促進

お客様

Serviceguard
for Linux

sync SAP HANA
System Replication

Ack
Secondary
SAP HANA
Package

Primary
SAP HANA 
Package

Quorum
Server

自動フェイルオーバーを実現するSAP HANA®向け
クラスターソリューション
標準機能では実現できない障害検知、IP制御、
インスタンス制御を実現

オンライン分析処理とオンライントランザクション処理の
両方の用途に応えるSAP HANA®
SAP HANA®は、データ自体をメモリ上に保持するインメモリーデータベースの機能と、高速分析を
可能とする演算処理機能の両方を兼ね備えた次世代の統合プラットフォームです。また、全データが
メモリ上に保持されているため、データへの高速アクセスが可能となり、OLAP（オンライン分析処理）
とOLTP（オンライントランザクション処理）を問わず、高速処理を実現できる点が特徴です。
「HP ConvergedSystem 500 for SAP HANA」は、SAP HANA®の高速処理を実現するために細
部まで最適化されたアプライアンス構成として提供され、ハードウェアの信頼性、可用性はもとより
サポート体制に至るまでミッションクリティカルシステムのサービスレベルに対応する機能を備え
ています。
「HP ConvergedSystem 500 for SAP HANA」は、長期にわたるSAPとのリレーションシップによる
先進的な取り組みと、グローバルSAP導入実績77,000以上の経験により生み出されたベストプラク
ティスです。

「HP ConvergedSystem 500 for SAP HANA」を選ぶべき4つの理由
HPとSAPの協調体制でのサポート提供
高い拡張性と優れた可用性を提供するサーバーに最適なインテル® Xeon® プロセッサー E7 v2 ファ
ミリーを搭載したHP ProLiant DL580 Gen8をベースにした「HP ConvergedSystem 500 for SAP 

HANA」は、サーバー、ネットワーク、ストレージ、運用管理ツールに至るまで、主要コンポーネントはすべ
てHP製品で構成されているため、HANAアプラインスとしての包括的なサポートをご提供する事が可
能です。また、トラブル発生時には、SAPとの協調サポート体制により、SAPサポートチームと緊密に連
携しながら問題解決に当たります。お客様の問題切り分けに要する手間を解消し、問題解決の迅速化
を図ります。

将来にわたる明確なロードマップの提示
HPはSAPとの25年以上の長期にわたるアライアンス、グローバルでの多数の導入実績を背景に、
SAP製品ロードマップに対応した製品開発を行っています。更にHP自身が大規模SAPユーザであり、
既にSAP HANA®を本番システムとして稼働させています。
こうした緊密なパートナーシップと経験のもとで「HP ConvergedSystem 500 for SAP HANA」は
生まれました。2013年にはSAPとHPはSAP HANA®における戦略提携を発表し、SAP HANA®の機
能に対応した将来にわたる明確なロードマップを打ち出し、お客様の投資保護を約束しています。

OLTPに欠かせないミッションクリティカルのニーズに対応
• SAP HANA®は、プライマリノードからセカンダリノードにレプリケーションすることで、プライマリノー
ドが停止しても業務の継続性を実現できます。しかし、標準機能では自動的にフェイルオーバーを実
現することができないため、お客様に様々なオペレーションが発生します。標準機能で実現できない自
動フェイルオーバーを可能にするため、ワールドワイドで40万ライセンスを超える実績を有し、高い信
頼性を誇るクラスタソフトウェア「HP Serviceguard」をSAP HANA®用にチューニングを行いました。
SAP HANA®用の「HP Serviceguard」は通常のローカルサイトはもとよりDR（Disaster Recovery）対
策としてリモートサイトへのフェイルオーバーにも対応することができます。

• HPのバックアップツール「HP DataProtector」（SAP認定済み）を活用することで、SAP HANA®と連
携し従来のSAPシステムと同様にバックアップを取得できます。SAP HANA®のバックアップ終了後、
リモートサイトへバックアップデータを転送し、転送したバックアップデータからリモートサイトのSAP 

HANA®環境にリストアを実現することで、コストを抑えたDR（Disaster Recovery）環境の構築を可能
にします。

SAP HANA®の実力を活かすベストプラクティスをより低コストかつ短期間に
「HP ConvergedSystem 500 for SAP HANA」は、サーバー、ネットワーク、ストレージ、運用管理ツー
ルまですべてHP製品で構成されており、SAP HANA®で最高のパフォーマンスを発揮するように設計、
最適化されています。出荷時にはHPファクトリー内で、ハードウェアから、OS、SAP HANA®までをセット
アップし、完全な構築済みの統合製品として出荷する事で、高品質システムの低コストかつ短期間導入
を実現しています。

HP ConvergedSystem 500 
for SAP HANA
ビッグデータの高速分析から、オンライントランザクションの高速化まで。
インメモリプラットフォームを活用した超高速処理とミッションクリティカルなニーズに対応

HP-SAP協調サポート体制

HP Serviceguard for Linux

▲SAP HANA®アプライアンスとしての包括的なサポートを提供

OLTP + OLAP Data Warehouse

256GB → 大規模
Super Scale-up

事実上無制限の
Super Scale-out

 長期戦略に基づいた明確なロードマップ、お客様の投資保護
をお約束

 シンプルなシステム構成と統一された運用環境を提供

 システム統合、大規模OLTPシステムに対応するSuper Scale-Up
構成

Serviceguard N+1 Failover

Serviceguard

将来にわたる明確なロードマップ:
HP HANAアプライアンス

▲SAP HANA®のロードマップに対応
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 APSとHadoop間で並列にデータ・アクセスを実行
 異なる内部アーキテクチャ間の連携を実現

Hadoop Cluster APS

Name Node

Data Node

Data Node

Data Node

Data Node

Compute
Node

DMS

HDFS Bridge

Compute
Node

DMS

HDFS Bridge

Compute
Node

DMS

HDFS Bridge

Compute
Node

DMS

HDFS Bridge

1. ブロック配置情報
（メタ情報）を取得

1. Compute Nodeと
Data Node間で
データを直接やり取り

ビッグデータの分析処理性能を向上し優れたコストパフォーマンスを実現
ビッグデータをより有効活用するために、データベースに格納されたデータだけでなく、大規模分散処
理プラットフォームHadoop上に収集したデータを含めて横断的にリアルタイム分析することが求め
られています。こうしたニーズに応えるのが、Hadoop連携と列指向MPP（超並列プロセッシング）を特
徴とするデータウェアハウス（DWH）アプライアンス「HP ConvergedSystem 300 for MS Analytics 

Platform System」（以下、HP ConvergedSystem 300 for APS）です。Hadoop と高速連携し、ビッ
グデータの分析処理性能を大幅に向上するとともに優れたコストパフォーマンスを実現。また障害発
生時の窓口もマイクロソフト社に一本化されておりHPと連携し問題解決に当たります。

高速なフラッシュメモリを使用し最大5～ 10倍程度処理速度が向上
ERPで販売データの分析時間や夜間の集計処理時間を短縮したい。Webアクセス履歴やPOS商品の
販売傾向分析を短時間で行いたい。コストを抑えながら現在のデータベース処理時間の課題を解決
できるのが、「HP ProLiant SSD Appliance」です。データベース性能の低下に伴うバッチ処理の遅延
やオンライン・レスポンスの悪化は、I/O処理がボトルネックとなるケースが多くあります。「HP ProLiant 

SSD Appliance」は、ハードディスクに比べて大幅に高速なフラッシュメモリを使用することで高速なI/

Oを実現。SQL Serverの高速化を図り、最大5～ 10倍程度の処理速度向上が見込めます。運用の効
率化や標準化が図れることも「HP ProLiant SSD Appliance」を導入する大きなメリットです。業界標
準のサーバーとストレージを組み合わせており、既存の運用環境をそのまま活用できることに加え、一
般的なWindowsの操作で利用可能なため特別な操作やノウハウも不要です。運用の効率化や標準化
を促進しTCOの削減に貢献します。

列指向MPP型でデータ処理性能を大幅に向上
列指向の更新可能なクラスター化カラム ストア インデックスを搭載し、検索時に必要な列のみを読み
込むことと、高い圧縮率によりI/Oを大幅に削減し、処理性能の向上を実現します。さらにMPP型によ
り、独立したオペレーティングシステムが稼働しているノードを複数組み合わせてクラスタ化すること
で複雑な処理を高速に並列実行します。そのためノードを追加することにより処理速度の向上が可能
です。「HP ConvergedSystem 300 for APS」は2ノードから最大56ノードまで柔軟に拡張できます。

コストパフォーマンス重視のモデルと高機能・高可用性モデルの2タイプ
「HP ProLiant SSD Appliance」のラインアップには、サーバーに内蔵する「HP PCIe IOアクセラレー
タ G2」を使用したモデルと、フラッシュメモリに最適化された外部ストレージ「HP 3PAR StoreServ 

7450 Storage」を組み合わせたモデルの2つのタイプがあります。「HP PCIe IOアクセラレータ G2」
は最高で3.0GB/s （Read）、2.5GB/s（Write）の高いスループットを低価格で提供します。これにより
SQL Serverの高速化を低コストで実現します。「HP 3PAR StoreServ 7450 Storage」と組み合わせ
たモデルでは、ストレージ内コピー、遠隔地へのコピー、ワークフロー制御機能などの高機能・高可用
性を利用できるため、ミッドレンジからミッションクリティカルなシステムへの適用も可能です。またHP 

ProLiant DL580 Gen8サーバーは、最新のインテル® Xeon® E7-4800 v2 製品ファミリーを搭載し、
最大60コア、6TBメモリまでの拡張性により大規模データベースに耐えられるCPU性能とSQL Server 

2014の新機能「インメモリOLTP」に最適な大容量メモリを提供します。

Hadoop連携を高速化、使いなれたExcelでデータ活用
一般的にHadoopで処理した結果をデータベースに取り込むためには、ネームノードと呼ばれる特殊な
ノードを介しており、データが大量になるほどネームノードがボトルネックとなります。そのためHadoop

からのデータが大量になるほどネームノードはボトルネックとなります。「HP ConvergedSystem 300 

for APS」は、ネームノードを介さず、Hadoopの各データノードと「HP ConvergedSystem 300 for 

APS」の各コンピュートノード間で並列にデータ・アクセスを実行することで、ボトルネックを解消し高
速なデータのやりとりを実現。DWHに取り込んで他のデータと合わせて分析することはもとより、
Hadoop上のデータを直接使い慣れたExcelで分析することが可能です。

HP ProLiant SSD Appliance
SQL Server 2014の高速化を実現
コストを抑えながらデータベースの処理時間を短縮

HP ConvergedSystem 300 
for MS Analytics Platform System
列指向とMPPで高速検索処理を実現
Hadoopと高速連携しExcelで自在にデータを活用

Polybase – 並列データ転送

▲ボトルネックを解消しHadoopとのリアルタイム連携を実現
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データベースに関する周辺装置&ソフトウェア、サービスも充実

周辺装置&ソフトウェア
オールフラッシュストレージ「HP 3PAR StoreServ 7450 Storage」

データベースのパフォーマンスにおいてストレージのI/O性能は重要なポイントとなります。インテ
ル® Xeon® プロセッサーを搭載したHPの高性能オールフラッシュストレージ「HP 3PAR StoreServ 

7450 Storage」は、3PARアーキテクチャーによりエンタープライズ基盤としての高信頼性を維持し
つつ、フラッシュに最適化したアーキテクチャーを採用しディスクI/Oの高速化をはかります。

データベース・アーカイブ・ソフトウェア「HP Application Information Optimizer」

肥大化するデータベース内のデータサイズを制御することは、TCO削減性能の維持・向上に必要です。
「HP Application Information Optimizer」は、データベースに格納されているデータの中で使わ
れていないデータを、随時参照できるヒストリー、ニアラインのアーカイブへとアプリケーションデー
タライフサイクルを実現します。

サービス
データベースパフォーマンス診断サービス

データベースの稼働統計情報を分析し、性能を悪化させるボトルネックを特定、その改善策を提示しま
す。データベースからサーバー、ストレージ、OSまでHPならワンストップでお客様の問題を解決できます。

Oracle DatabaseからHP NonStop SQLへの移行サービス

移植の容易度、移行に要する概算の費用や工数を調査し提示する移行アセスメントサービスをご提供
しています。またデータベース変換ツールの活用によりOracle Database用からHP NonStop SQL用
にSQL文の自動変換も可能です。ほかにも様々なデータベース移行サービスをご用意しています。

見て聞いて体感する
「HPミッションクリティカルプライベートセミナー」

HPでは、日本HP 大島本社 エグゼクティブ・ブリーフィング・センター（EBC）にて、ミッションクリティ
カル分野における戦略やデータベースプラットフォーム製品開発への取り組みについてご紹介する
「HPミッションクリティカルプライベートセミナー」を、お客様のご要望に応じて開催しています。デ
モや実機を使ったプレゼンテーションは課題解決への道筋をより具体的にイメージすることができる
内容です。お申込は弊社担当営業もしくは下記問い合わせまでご連絡ください。

アクティブ
6ヶ月～2年

アプリケーション透過

本番環境 ヒストリー カプセルをアーカイブ

ヒストリー
2～7年

アーカイブ
7～25＋年

・ オンライン
・ 容量を管理
・ 高可用性

・ オンライン
・ 更新なし

・ 二アライン
・ SQLアクセス
・ 長期管理

SQL

XML

XSD

極めて大量かつ複雑なデータ処理に適した4ソケットプロセッサーです。
インメモリー分析を高速化するほか、増大するデータセットを迅速に管理するための
優れた拡張性を提供します。

いつでも、ほぼリアルタイムで結果を得たいなら

インテル® Xeon® プロセッサー E7 v2 ファミリー
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